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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 104,528 2.9 9,067 △12.2 9,344 △10.9 6,286 △13.5

29年３月期第２四半期 101,615 0.4 10,323 △0.7 10,482 △2.7 7,270 5.3

(注)包括利益 30年３月期第２四半期 10,105 百万円 ( 32.7％) 29年３月期第２四半期 7,616 百万円 ( 14.0％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 72.84 －

29年３月期第２四半期 84.24 －
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 262,056 199,703 75.8

29年３月期 258,037 194,420 74.9

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期198,582 百万円 29年３月期193,314 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － － － 55.00 55.00

30年３月期 － －

30年３月期(予想) － 55.00 55.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 240,000 3.0 27,200 2.1 27,400 1.3 18,300 2.1 212.06

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

決算短信（宝印刷） 2017年11月02日 09時18分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）
： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 94,159,453株 29年３月期 94,159,453株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 7,861,153株 29年３月期 7,857,343株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 86,300,675株 29年３月期２Ｑ 86,308,050株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の当グループを取り巻く環境は、企業収益の改善等を背景に企業の設備投資は持ち直

しの動きがみられ、また、公共投資も堅調に推移しているものの、原材料価格の動向は先行き不透明であり、依然

として厳しい状況で推移しました。

このような情勢のもと、当グループは建設事業においては民間発注工事の受注確保に努め、製造・販売事業にお

いては、建設廃棄物のリサイクルなどの循環型事業に継続的に取り組むことにより、販売数量の確保及び採算性の

維持に努めてまいりました。

当第２四半期連結累計期間の受注高は1,166億６千９百万円（前年同期比1.5％増）、売上高は1,045億２千８百万

円（前年同期比2.9％増）、営業利益は90億６千７百万円（前年同期比12.2％減）となりました。また、経常利益は

93億４千４百万円（前年同期比10.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は62億８千６百万円（前年同期比

13.5％減）となりました。

なお、当グループは、連結会計年度の売上高における下半期の売上高の割合が大きくなるといった季節的変動が

あります。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

（建設事業）

建設事業の当第２四半期連結累計期間の受注工事高は812億６千２百万円（前年同期比0.3％減）、完成工事高は

688億８千万円（前年同期比1.5％増）となり、営業利益は48億６千万円（前年同期比11.2％減）となりました。

（製造・販売事業）

製造・販売事業の当第２四半期連結累計期間のアスファルト合材及びその他製品売上高は354億７百万円（前年同

期比5.7％増）となり、営業利益は62億９千６百万円（前年同期比8.7％減）となりました。

（その他）

当第２四半期連結累計期間のその他売上高は２億４千万円（前年同期比10.8％増）となり、営業利益は２千４百

万円（前年同期比46.8％減）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ10億１千５百万円減少し、1,511億１千１百万円となりました。これは主

に、回収による受取手形・完成工事未収入金等の減少によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ50億３千４百万円増加し、1,109億４千５百万円となりました。これは主

に、時価の上昇に伴う投資有価証券の増加によるものであります。

この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ40億１千９百万円増加し、2,620億５千６百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ６億１千６百万円減少し、468億２千４百万円となりました。これは主に、

納税による未払法人税等の減少によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ６億４千７百万円減少し、155億２千７百万円となりました。これは主に、

独占禁止法関連損失引当金の減少によるものであります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ12億６千４百万円減少し、623億５千２百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ52億８千３百万円増加し、1,997億３百万円となりました。これは主に、

その他有価証券評価差額金の増加によるものであります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の業績予想については、平成29年５月12日発表の業績予想と変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 43,407 47,641

受取手形・完成工事未収入金等 44,187 37,322

有価証券 44,375 44,400

未成工事支出金等 7,296 9,454

その他 12,956 12,371

貸倒引当金 △97 △79

流動資産合計 152,126 151,111

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 16,446 16,212

機械・運搬具（純額） 12,776 12,572

土地 49,510 50,852

その他（純額） 1,741 2,700

有形固定資産合計 80,474 82,337

無形固定資産 1,063 981

投資その他の資産

投資有価証券 20,341 25,566

その他 4,031 2,090

貸倒引当金 △0 △30

投資その他の資産合計 24,372 27,626

固定資産合計 105,910 110,945

資産合計 258,037 262,056

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 26,655 28,906

未払法人税等 5,627 2,787

未成工事受入金 3,929 5,595

賞与引当金 3,177 3,094

引当金 482 334

その他 7,569 6,105

流動負債合計 47,441 46,824

固定負債

退職給付に係る負債 14,289 14,218

独占禁止法関連損失引当金 1,241 610

その他 644 699

固定負債合計 16,175 15,527

負債合計 63,616 62,352
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 19,350 19,350

資本剰余金 23,343 23,343

利益剰余金 151,380 152,913

自己株式 △4,782 △4,791

株主資本合計 189,291 190,816

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,847 9,465

為替換算調整勘定 △117 △159

退職給付に係る調整累計額 △1,706 △1,539

その他の包括利益累計額合計 4,022 7,766

非支配株主持分 1,105 1,121

純資産合計 194,420 199,703

負債純資産合計 258,037 262,056
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 101,615 104,528

売上原価 86,285 90,547

売上総利益 15,330 13,980

販売費及び一般管理費 5,006 4,912

営業利益 10,323 9,067

営業外収益

受取利息 46 12

受取配当金 220 267

その他 96 72

営業外収益合計 363 352

営業外費用

その他 204 75

営業外費用合計 204 75

経常利益 10,482 9,344

特別利益

固定資産売却益 38 164

独占禁止法関連損失引当金戻入額 139 －

事業構造改善費用戻入益 279 －

その他 21 9

特別利益合計 479 174

特別損失

固定資産除却損 128 88

独占禁止法関連損失引当金繰入額 － 126

投資有価証券評価損 53 －

その他 34 26

特別損失合計 216 241

税金等調整前四半期純利益 10,745 9,277

法人税等 3,441 2,916

四半期純利益 7,303 6,361

非支配株主に帰属する四半期純利益 33 74

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,270 6,286
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 7,303 6,361

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △112 3,619

為替換算調整勘定 △40 △41

退職給付に係る調整額 465 167

その他の包括利益合計 312 3,744

四半期包括利益 7,616 10,105

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,584 10,029

非支配株主に係る四半期包括利益 32 76
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 10,745 9,277

減価償却費 3,284 3,473

減損損失 31 13

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 11

賞与引当金の増減額（△は減少） △88 △83

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 565 169

独占禁止法関連損失引当金の増減額（△は減
少）

△689 △631

受取利息及び受取配当金 △267 △279

固定資産売却損益（△は益） △38 △164

固定資産除却損 128 88

売上債権の増減額（△は増加） 15,934 6,834

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △3,031 △2,157

仕入債務の増減額（△は減少） △5,575 2,255

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,047 1,666

その他 △1,276 △575

小計 21,766 19,899

利息及び配当金の受取額 268 276

法人税等の支払額 △6,759 △5,433

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,275 14,742

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △38,023 △39,997

有価証券の売却及び償還による収入 39,976 39,997

信託受益権の取得による支出 △20,398 △22,498

信託受益権の償還による収入 20,400 22,499

有形固定資産の取得による支出 △9,075 △5,985

有形固定資産の売却による収入 310 189

定期預金の預入による支出 △17,000 △28,136

定期預金の払戻による収入 20,000 28,150

その他 △656 107

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,467 △5,672

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △4,753 △4,753

非支配株主への配当金の支払額 △67 △60

自己株式の増減額（△は増加） △8 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,829 △4,822

現金及び現金同等物に係る換算差額 △107 25

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,870 4,273

現金及び現金同等物の期首残高 49,147 51,021

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 105 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 55,123 55,295

決算短信（宝印刷） 2017年11月02日 09時18分 9ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



前田道路株式会社(1883) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

― 8 ―

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　

該当事項なし。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

　

該当事項なし。

　

（セグメント情報）

【セグメント情報】

　

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設事業
製造・
販売事業

計

売上高

外部顧客への売上高 67,892 33,505 101,398 217 101,615 － 101,615

セグメント間の内部売上高
又は振替高

32 11,053 11,085 303 11,389 △11,389 －

計 67,924 44,558 112,483 520 113,004 △11,389 101,615

セグメント利益 5,472 6,899 12,371 46 12,418 △2,094 10,323

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業務、保険代理業務及びコ

ンサルタント業務等を含んでいる。

２ セグメント利益の調整額△2,094百万円には、セグメント間取引消去△11百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,083百万円が含まれている。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費である。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
　

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設事業
製造・
販売事業

計

売上高

外部顧客への売上高 68,880 35,407 104,287 240 104,528 － 104,528

セグメント間の内部売上高
又は振替高

20 11,553 11,574 311 11,886 △11,886 －

計 68,901 46,961 115,862 551 116,414 △11,886 104,528

セグメント利益 4,860 6,296 11,157 24 11,182 △2,114 9,067

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業務、保険代理業務及びコ

ンサルタント業務等を含んでいる。

２ セグメント利益の調整額△2,114百万円には、セグメント間取引消去△14百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,099百万円が含まれている。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費である。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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３．その他

（１）部門別受注高・売上高・次期繰越高明細表（個別）

（単位:百万円、％）

区 分

前第２四半期累計期間

(自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間

(自 平成29年４月１日

至 平成29年９月30日)

増 減

（参 考）前事業年度

(自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日)

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

受

注

高

工

事

部

門

アスファルト舗装 63,234 57.6 62,913 57.0 △320 △0.5 116,008 52.8

コンクリート舗装 1,185 1.1 606 0.5 △579 △48.9 1,784 0.8

土木工事 13,650 12.4 13,926 12.6 276 2.0 26,715 12.2

計 78,069 71.1 77,446 70.1 △623 △0.8 144,508 65.8

製品部門 31,744 28.9 32,981 29.9 1,236 3.9 75,088 34.2

合 計 109,814 100.0 110,427 100.0 613 0.6 219,596 100.0

売

上

高

工

事

部

門

アスファルト舗装 52,478 54.2 52,052 52.8 △426 △0.8 117,385 53.1

コンクリート舗装 549 0.5 886 0.9 336 61.2 1,380 0.6

土木工事 12,083 12.5 12,621 12.8 537 4.5 27,180 12.3

計 65,111 67.2 65,560 66.5 448 0.7 145,945 66.0

製品部門 31,744 32.8 32,981 33.5 1,236 3.9 75,088 34.0

合 計 96,856 100.0 98,541 100.0 1,685 1.7 221,034 100.0

次

期

繰

越

高

工

事

部

門

アスファルト舗装 39,121 79.9 37,850 81.4 △1,270 △3.2 26,988 78.0

コンクリート舗装 941 1.9 429 0.9 △511 △54.4 709 2.1

土木工事 8,932 18.2 8,205 17.7 △726 △8.1 6,901 19.9

計 48,994 100.0 46,485 100.0 △2,509 △5.1 34,599 100.0

製品部門 － － － － － － － －

合 計 48,994 100.0 46,485 100.0 △2,509 △5.1 34,599 100.0

(注) 金額は百万円未満を切り捨てて表示している。

（２）その他

① 当社は東京都、東京港埠頭株式会社若しくは成田国際空港株式会社が発注する舗装工事又は国土交通省が発注

する東京国際空港に係る舗装工事に関し、独占禁止法違反の疑いがあるとして、平成28年８月２日に公正取引委

員会の立入り検査を受けました。

　

② 当社はアスファルト合材の製造販売業者が共同して、神戸市及びその周辺地域において供給するアスファルト

合材の販売価格の引上げを決定している疑いがあるとして、平成28年９月28日に公正取引委員会の立入り検査を

受けました。

　

③ 当社はアスファルト合材の製造販売業者が共同して、全国において販売するアスファルト合材の販売価格の引

上げ等を決定している疑いがあるとして、平成29年２月28日に公正取引委員会の立入り検査を受けました。

　

なお、上記案件に係る課徴金等の関連損失のうち、発生の可能性が高く、金額を合理的に見積ることが可能な

ものについては、当第２四半期連結累計期間において独占禁止法関連損失引当金として計上しております。

当社といたしましては、この度の事態を厳粛に受け止め、関係当局による調査等について全面的な協力を継続

するとともに、法令遵守の一層の徹底に取り組み、早期の信頼回復に努めてまいります。
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